
夏のボランティア体験
事業は、皆様からの赤
い羽根共同募金に支
えられています。

この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

　真庭市社協は、７月～８月の夏休み期間に、市内
の保育園や高齢者・障がい者・児童施設、ボラン
ティアグループ、図書館等の協力のもと、「夏のボ
ランティア体験事業」をおこなっています。
　ボランティア活動を通じて、福祉についての理
解を深めると同時に、さまざまな出会いのなかか
ら、新しい発見や「ともに生きていく」視点につい
て考えることを目的として実施しています。
　昨年参加した方はもちろん︕ボランティア活動
に興味はあるけど、まだ参加したことの無い方、こ
の夏、ボランティア活動に参加してみませんか︖

まにわまにわ
社協だより 20252025

月号月号66

久世第二保育園（久世） デイサービスセンターゆずの実（北房）

なかよし学童クラブ（八束）

2025年

参加者の声

初めは何をしたらいいか分からなかったけど、友
達や先生からのアドバイスがあったおかげで、自
分から積極的に活動できるようになりました。

・

大人の方に「ありがとう」「助かる」と言ってもら
えて、やりがいを感じました。
・

あいさつや時間を守ること、周りを見て行動する
ことが大切だと学べました。これからの学校生
活に活かしたいです。

・

詳しい内容は
次のページを見てね
詳しい内容は
次のページを見てね

夏のボランティア体験事業
参加者募集中！
夏のボランティア体験事業
参加者募集中！

とっておきの夏に
なる

ボランティアに出
会おう！

とっておきの夏に
なる

ボランティアに出
会おう！
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対象者

注意点

募集期間

参加申込

ボランティア活動期間・活動場所

ボランティア体験のながれ

ボランティアに興味があり、次の条件を満たす方
　①真庭市内に在住または在学の方、真庭市内に勤めている方
　②事前研修・活動調整・事後研修に参加できる方

令和7年6月2日（月）～令和7年6月20日（金）

令和7年7月22日(火)～令和7年8月29日（金）
真庭市社協ホームページに掲載している受け入れ先一覧から活動場所を選びます。
※受け入れ施設と調整し、上記期間の希望日に活動します。
※中学生は、原則、お住いの地域から活動先を選んでください。

ボランティア活動中は、体調管理に気を付けてください。体調不良、発熱、風邪症状等がある場合
は、必ず活動先に連絡し、無理な活動はしないようにしてください。

参加申込書と350円（ボランティア活動保険料）を、学校かお近くの社協へ提出くだ
さい。参加申込書は社協各支所窓口にあります。
※ホームページからもダウンロードできます。

活動中の様子（真庭市立落合こども園）

６月20日
申込締切

参加申込
申込書に必要事項を記入し、学校またはお近く
の社協に提出してください。

ボランティア活動の詳しい流れなどの説明を受
けます。また、受け入れ先の担当者と注意事項、
活動日、活動内容などについて確認を行います。

自分自身の目標や課題を設定して、活動に取り
組みます。1日の活動を振り返り、次回からの活
動に活かします。

活動を通して感じたことや成果、今後の抱負等
を参加者で話し合い、体験をより有意義なもの
とします。

事前・事後研修会出席、ボランティア活動実施、
ボランティアノート提出の全てを満たした方に修
了証をお渡しします。

６月下旬
７月中旬

事前研修会・活動調整会議

ボランティア体験

事後研修

修了

7月下旬
8月中旬

８月中旬
8月末

真庭市社協HP

・ 幼児・児童関係41か所
  （こども園、児童クラブなど）
・ 高齢者関係22か所
  （施設、デイサービスなど）
・ 障がい(児)者関係11か所
  （作業所など）
・ その他2か所（図書館など）

受け入れ施設・団体（予定）

・ 多職種が専門性を発揮して
いる現場を見て欲しいです。
ボランティアをきっかけに専
門職になられた先輩もおられ
ます。（高齢者施設）

・ 元気なあいさつや明るい笑
顔を心がけて一緒に楽しんで
もらえたらと思います。子ども
たちも職員も楽しみに待って
います。（こども園）

・ 利用者さんとの会話や生産
活動を体験してみませんか♪
（障がい者事業所）

受け入れ施設からのメッセージ
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【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

【
本
　
所
】

池
田
　
義
男（
樫
　
西
　
香
典
返
し
）

前
田
　
典
子（
　
惣
　
　
偲
び
草
）

池
田
　
建
吾（
三
　
阪
　
忌
明
け
）

真
庭
武
道
振
興
会
　
　（
篤
志
寄
付
）

芦
田
　
士
郎（
日
　
名
　
篤
志
寄
付
）

福
島
　
真
人（
目
　
木
　
偲
び
草
）

亡
　
隅
田
　
幸
雄

隅
田
　
昌
延（
久
　
世
　
忌
明
け
）

福
島
　
正
光（
樫
　
東
　
香
典
返
し
）

T
E
A
M 

西
組
　
奥
井
　
　
晃

　
　（
島
根
県
出
雲
市
　
篤
志
寄
付
）

【
北
房
支
所
】

西
川
　
正
幸（
五
　
名
　
香
典
返
し
）

植
田
　
兼
司（
阿
　
口
　
香
典
返
し
）

大
石
　
晴
美（
上
水
田
　
見
舞
返
し
）

牧
原
　
信
江（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

宮
田
　
　
修（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

嶋
田
　
清
一（
倉
敷
市
　
香
典
返
し
）

𠮷
田
　
房
江（
下
中
津
井
　
香
典
返
し
）

栁
生
　
晴
彦（
上
水
田
　
忌
明
け
）

古
林
　
　
斉（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

【
落
合
支
所
】　

寺
口
　
充
匡（
上
市
瀬
　
香
典
返
し
）

岡
田
　
壽
夫（
上
市
瀬
　
香
典
返
し
）

亡
　
杉
　
　
静
榮

村
上
　
輝
義（
西
　
原
　
香
典
返
し
）

河
本
　
泰
之（
下
河
内
　
偲
び
草
）

小
出
　
　
実（
田
　
原
　
香
典
返
し
）

小
出
　
　
実（
田
　
原
　
忌
明
け
）

近
藤
　
哲
次（
鏡
野
町
　
香
典
返
し
）

難
波
　
健
二（
下
　
方
　
香
典
返
し
）

亡
妻
　
先
原
　
八
重
子

先
原
　
　
保（
西
河
内
　
香
典
返
し
）

岡
本
　
常
良（
下
市
瀬
　
香
典
返
し
）

岡
田
　
安
弘（
古
　
見
　
香
典
返
し
）

芦
田
　
弘
子（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

玉
田
　
洋
司（
西
河
内
　
香
典
返
し
）

亡
　
小
寺
　
　
幸

尾
﨑
ひ
ろ
み（
上
市
瀬
　
香
典
返
し
）

尾
﨑
　
史
郎（
上
市
瀬
　
香
典
返
し
）

松
尾
賢
一
郎（
高
梁
市
　
退
職
お
礼
）

竹
田
　
英
昭（
落
合
垂
水
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

山
下
　
　
登（
若
代
畝
　
香
典
返
し
）

亡
　
田
中
　
清
一

田
中
　
廣
之（
荒
　
田
　
香
典
返
し
）

太
田
　
就
吉（
本
　
郷
　
香
典
返
し
）

元
島
　
　
正（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

重
藤
奈
津
美（
神
　
代
　
忌
明
け
）

【
美
甘
支
所
】

寺
田
　
幸
平（
美
　
甘
　
忌
明
け
）

滝
川
　
基
保（
美
　
甘
　
香
典
返
し
）

植
田
　
俊
平（
田
　
口
　
香
典
返
し
）

植
田
　
俊
平（
田
　
口
　
忌
明
け
）

【
湯
原
支
所
】

藤
田
　
政
己（
都
喜
足
　
香
典
返
し
）

藤
田
　
政
己（
都
喜
足
　
忌
明
け
）

【
八
束
支
所
】

亡
　
渡
邉
　
章
子

渡
邉
　
　
治（
蒜
山
吉
田
　
香
典
返
し
）

【
川
上
支
所
】

山
根
　
篤
史（
蒜
山
上
福
田

　
香
典
返
し
）

長
尾
　
昭
二（
蒜
山
西
茅
部

　
香
典
返
し
）

　
「
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事

業
」は
、県
内
の
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
が
夏
休
み
期
間（
主
に

７
月
〜
９
月
）等
に
実
施
し
て
い

る
事
業
で
、岡
山
県
以
外
に
も
埼

玉
県
や
長
野
県
な
ど
、全
国
各
地

の
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、１
９
８
２（
昭

和
57
）年
に
第
１
回
目
が
開
催
さ

れ
、今
年
で
43
回
目
。参
加
者
の

人
数
は
、延
べ
20
万
人
近
く
に
な

り
ま
す
。 

真
庭
市
で
も
、２
０
０

５（
平
成
17
）年
の
合
併
以
降
、毎

年
開
催
し
て
い
て
、昨
年
は
、１

８
３
名
、第
１
回
か
ら
の
延
べ
人

数
は
約
６
，０
０
０
人
に
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
の
参
加
者
の
内
、41
％
が

「
２
回
目
」、９
％
が「
３
回
目
」、

１
％
が「
４
回
目
」の
参
加
で
、約

半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
し
た
。

　

そ
し
て
、参
加
者
の
94
％
が

「
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
み
た
い
」と
回
答

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
後
は
、参
加
者
が
減
少
し
て

い
ま
す
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楽

し
さ
と
将
来
の
職
業
イ
メ
ー
ジ

が
学
べ
る
ス
テ
キ
な
体
験
で
す
。

　

夏
休
み
に
実
は
す
ご
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、し
て
み
ま
せ
ん
か
？

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
各

種
社
会
福
祉
事
業
へ
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

合
　
計

七
十
六
万
三
千
百
四
円

寄
付
金 

四
月
三
十
日
〆

心配ごと相談所（6月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山保健福祉センター）
美甘（真庭市役所美甘振興局）
湯原（湯原保健福祉センター）
中和（中和デイサービスセンター）

26日（木）
12日（木）
25日（水）
6日（金）
10日（火）
19日（木）
6日（金）

※相談無料、予約不要です。

9時～12時

9時～12時
13時～16時

電話（0867）42－1005　FAX（0867）42－2263
※秘密は固く守られます。どちらの相談所でも相談可能です。

実
は
、す
ご
い「
長
い
歴
史
」

実
は
、す
ご
い「
リ
ピ
ー
タ
ー
」

実
は
す
ご
い
！？

親子2世代で
参加した人も
いるかも…？

コロナウイルス
感染症の影響で中止
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発
行
所
：
社
会
福
祉
法
人
 真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
7
1
9
-3
2
0
1
　
真
庭
市
久
世
2
9
2
8
　
T
el
 0
8
6
7
-4
2
-1
0
0
5
　
Ｆ
ax
 0
8
6
7
-4
2
-2
2
6
3

　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
h
tt
p
:/
/w
w
w
.m
an
iw
a-
sh
ak
yo
.o
r.
jp
  
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 E
-m
ai
l:
m
.s
h
ak
yo
@
gm
ai
l.
co
m

20
25
.6
.1
　
Ｎ
Ｏ
.2
42

災害にそなえて非常持ち出し袋を作ってみました。どんどん詰めていくと結構な重量で、避
難するのに体力をつけることも必要かなと思っています。（井上）

広報担当の
つぶやき

真庭市社協HP

災害の備えチェックリスト

▲首相官邸のホームページから
ダウンロードできます 

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、台
風

や
、狭
い
範
囲
に
数
時
間
に
わ

た
り
強
く
降
る
集
中
豪
雨
、短

時
間
に
強
く
降
る
局
地
的
な
大

雨
が
発
生
し
、大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。２
０
１
８
年

の
西
日
本
豪
雨
災
害
は
７
月
に

発
生
し
、甚
大
な
被
害
と
な
り

ま
し
た
。

　

集
中
豪
雨
や
大
雨
に
よ
る
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、身

の
回
り
の
そ
な
え
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

5
月
11
日（
日
）、中
央
図
書
館
前
駐
車
場
、

勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
な
い
ま
ぜ
マ
ル

シ
ェ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

真
庭
市
社
協
勝
山
支
所
は
、「
た
べ
も
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
食
品
寄
付
」の
呼
び
か
け
と「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し

た
。大
勢
の
方
が
ご
協
力
く
だ
さ
り
、皆
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
善
意
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

  　
【
募
金
額　

１
１
，０
５
４
円
】

　

ま
た
、当
日
は「
き
ょ
う
ち
ゃ
ん
の
ぬ
り
え

コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
色
の
き
ょ
う
ち
ゃ
ん
を
描
い

て
く
れ
ま
し
た
。描
い
て
く
れ
た
き
ょ
う
ち
ゃ

ん
は
、勝
山
支
所
の
入
口
に
掲
示
し
て
い
ま
す

の
で
、お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
災
害
に

そ
な
え
よ
う

　

水
や
食
料
を
備
蓄
し
て
お
く
。

非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
す
る
。

外
出
中
の
災
害
に
備
え
て
必
要
最

低
限
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
カ
バ
ン
に

入
れ
て
お
く
等
。

①
自
分
で
そ
な
え
る

　

避
難
場
所
を
決
め
て
お
く
。非

常
持
ち
出
し
袋
の
置
き
場
所
を
決

め
て
お
く
。住
ん
で
い
る
地
域
の

危
険
な
場
所
を
一
緒
に
確
認
し
て

お
く
等
。

②
家
族
で
そ
な
え
る

　

日
頃
か
ら
あ
い
さ
つ
す
る
な

ど
、交
流
の
輪
を
広
げ
て
、ど
ん
な

人
が
地
域
に
い
る
の
か
知
っ
て
お

く
。要
配
慮
者（
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
、乳
幼
児
、外
国
人
な

ど
）に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

か
、地
域
の
集
ま
り
な
ど
の
機
会

に
み
ん
な
で
相
談
し
て
お
く
。

③
地
域
で
そ
な
え
る

な
い
ま
ぜ
マ
ル
シ
ェ
で
赤
い
羽
根
共
同

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
！

な
い
ま
ぜ
マ
ル
シ
ェ
で
赤
い
羽
根
共
同

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
！

「たべものステーション」に
いただいた食品の寄付は、
市内のお困りの世帯への食
品提供に活用させていただ
きます。

ご協力ありがとう
ございました！
ご協力ありがとう
ございました！

な
い
ま
ぜ
マ
ル
シ
ェ

　
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
無
い
人
も
お
子

さ
ま
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
み
ん
な
が

〝
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
〞で
楽
し
め
る
！
」を
コ
ン

セ
プ
ト
で
開
催
さ
れ
た
マ
ル
シ
ェ
。食
べ

物
や
体
験
・
遊
び
な
ど
、様
々
な
出
店
が

あ
り
ま
し
た
。

すてきに塗って
くれてありがとう！

色とりどりのきょうちゃん


